
まえがき＝素材から部品を製造する方法として，大きく
分けて変形させる塑性加工と削りとる機械加工がある。
中でも切削加工は機械加工における重要な工程である。
このため，被削材に対して切削加工における加工の容易
さ被削性が求められている。例えば，自動車軽量化のた
めに材料の高強度化を進めると，工具寿命や切屑分断性
を低下させることになる。被削性の改善には材料開発（素
材の組織，成分）のみならず切削加工方法（工具形状，
切削条件，工具パス）の改良も重要である。その際，刃
先周辺部での切削現象を明らかにし，適正な対策をこう
じることが重要である。一方，種々の材料開発や部品の
高機能化のために，新たな素材に対して切削加工が適用
されるようになってきている。その際，生産性及び品質
特性を満足させる工具形状，切削条件などを最適化する
必要がある。しかしながら，これまでは実験解析的にこ
れらの検討が行われており，開発期間の短縮のために，
シミュレーション技術の開発と適用が始まったばかりで
ある。
　材料特性のさせ
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いて紹介する。

1．切削機構の理解（2D温度連成切削シミュレーション）

　筆者らは，陽解析法を用いた温度連成切削シミュレー
ション技術（AdvantEdge）を導入し，切削現象への各種
要因について調査した。
　シミュレーションの計算フローを図1に示す収
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　ここでは，S45C 材における旋削加工の計算例を示す
（図 2）。切削速度を 50，150，300m/min，切込み量を








